
ポストコロナの働き⽅（常盤橋プロジェクト）
英⽂名称

竣⼯年 2027年度（予定）（B棟）
所在地 東京都千代⽥区⼤⼿町2丁⽬、中央区⼋重洲1丁⽬
⽤途 事務所、ホテル、ホール、店舗、変電所、下⽔ポンプ場
敷地⾯積 約31,400㎡
延床⾯積 約740,000㎡
階数 地上63階／地下4階（B棟）
構造 S/SRC造
備考

東京駅周辺で最⼤となる敷地⾯積3.1haに及ぶ⼤規模複合再開発。
街区内の下⽔ポンプ所および変電所といった東京都⼼の重要イン
フラの機能を維持しながら、10年超の事業期間をかけて段階的に
ビル開発を進める計画。
開発後は、⾼さ390mの超⾼層タワーや7,000㎡の広場の整備によ
り、ポストコロナ時代のニューノーマルにも対応した、東京の新
たなシンボルとなることを⽬指す。

ポストコロナ時代におけるニューノーマル対応施策として、屋外空間を
最⼤限に活⽤。⼤規模広場（約7,000㎡）、⽇本橋川沿いの親⽔空間、街
区北側に拡⼤整備予定の常盤橋公園に加え、Torch Tower（B棟）に、1F
から8Fへ続く約2kmの空中散歩道（約5,000㎡）とその終着地に広がる屋
上庭園（約2,500㎡）を追加整備し、屋外空間の総⾯積は約2.0ha（＝約
20,000㎡）となる。広⼤な屋外空間が、外気を感じながら仕事ができる
アウトドアオフィスとして、時にはリフレッシュの場として、ワーク・
ライフをより豊かに演出。
常盤橋タワー（A棟）では、リアルな場における活動をより円滑化・価
値最⼤化するための共⽤サービスとして、エレベーターの⾏先予報シス
テムや、モバイルセキュリティ認証の導⼊、3Fカフェテリアにおける席
予約・注⽂・決済、8Fカンファレンスルームの予約等のICTサービスを提
供予定。それらのICTサービスは、すべてビル就業者専⽤アプリ・WEBサ
イトに機能集約し、ストレスフリーに各種サービスを利⽤できる姿を⽬
指す。


